
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ． １１５ 
 

発行 ２０．３．２６ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

・社員の健康状態は点呼時に確認する。新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽに感染しているかの判断を管理者がするこ
とは難しい。その為に、判断は支社と共有することが大事だと考える。ﾌﾛｰが必要になれば検
討することもある。 

・消毒状況等、社員が安心する情報共有は、社員に伝わるようにしていく。 

私傷病休暇、年休、保存休暇で対応することが
基本である。 

ｺﾛﾅｳｲﾙｽに特化した勤務認証をするべきであ
る。 

保健所が立ち入り検査を行い、指示に従うこと
になる。 

自職場で感染者が発生した場合に対応を明ら
かにすること。 

当社の切符は 1 か月前から売り出す。ｴﾘｱ的な
ものと感染ｽﾋﾟｰﾄﾞの 2 点を踏まえて、ある程度
時間を掛け見極めたい。 

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ期間の輸送見直しや、ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗ
ﾘﾝﾋﾟｯｸが延期されることについて、先を見通さ
なければいけない。 

・行き届いていないこともあるが、取引先を増
やして確保できるようになってきている。 
・接客する箇所を優先的に配布している。研修
など当社内でｺﾝﾄﾛｰﾙできる場所は、配席を変え
るなどの措置を行う。 
・現時点での持ち合わせがないので確認をして
返答を行う。 

・一勤務 1 枚の配布ではなく、衛生面に配慮
して一日 1 枚にするべきだ。 
・総合研修センター等での集合研修などでは自
分でﾏｽｸを用意しているので会社として用意す
るべきだ。 
・車両の換気能力の周知をするべきだ。宿泊地
で毎日ｼｰﾂ交換を行い、感染防止に努めるべき
だ。 

知事の会見で都市封鎖が言われたが要請があ
った場合の対応はどうするのか。輸送量をｾﾞﾛ
にするのか。絞るのか。 

行政からの要請があれば、情報を得て判断して
いく。 
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